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衆
議
院
議
員
山
本
ジ
ョ
ー
ジ
君
提
出
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
等
の
難
病
患
者
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
遺
症
患
者

に
対
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
並
び
に
障
害
認
定
の
適
正
化
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 
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衆
議
院
議
員
山
本
ジ
ョ
ー
ジ
君
提
出
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
等
の
難
病
患
者
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
後
遺
症

患
者
に
対
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
並
び
に
障
害
認
定
の
適
正
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
よ
う
な
「
事
例
」
は
具
体
的
に
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
四
項
及
び
別
表
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
等
は
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受

け
る
程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
永
続
す
る
障
害
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
程
度
に
応
じ
た
障
害
の
認
定
を
行

い
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
、
線
維
筋
痛
症
、
お
よ
び

コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
（
以
下
「
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
等
」
と
い
う
。
）
は
、
い
ま
だ
そ
の
発
病
の
機
構
が
不
明
で
あ
り
、
症
状
の
個

人
差
も
大
き
く
客
観
的
な
指
標
を
用
い
た
診
断
基
準
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
該
認
定
を
行
う
場
合
に
当
た
っ
て

は
、
当
該
程
度
に
係
る
判
断
が
容
易
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

一
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
令
和
四
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
厚
生
労
働
科
学
研

究
費
補
助
金
に
よ
る
障
害
者
政
策
総
合
研
究
事
業
「
「
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労
症
候
群
」
（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
実



 

２ 

 

態
調
査
お
よ
び
客
観
的
診
断
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」
や
、
令
和
七
年
度
同
補
助
金
に
よ
る
同
事
業
「
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎

／
慢
性
疲
労
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
病
態
解
明
と
客
観
的
診
断
法
確
立
の
た
め
の
神
経
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を

実
施
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
必
要
な
医
学
的
知
見
等
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
障
害
者

手
帳
の
認
定
基
準
お
よ
び
運
用
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
」
状
況
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
御
指
摘
の
「
コ
ロ
ナ
後
遺
症
」
に
関
し
て
は
、
令
和
六
年

度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
「
一
類
感
染
症
等
の
患
者
発
生
時
に
備
え
た
臨
床
対
応
及
び
行
政
と
の

連
携
体
制
の
構
築
の
た
め
の
研
究
」
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

十
九
）
診

療
の
手
引
き
（
別
冊
）
罹
患
後
症
状
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
第
三
・
一
版
）
」
（
以
下
「
手
引
き
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

「
罹
患
後
症
状
に
関
す
る
診
断
書
や
意
見
書
の
記
載
例
」
や
「
症
例
集
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
手
引
き
に
つ
い

て
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
後
症
状
に
お
悩
み
の
方
へ

の
支
援
に
つ
い
て
」
（
令
和
七
年
九
月
三
十
日
付
け
感
感
発
〇
九
三
〇
第
二
号
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
感
染
症
対

策
部
感
染
症
対
策
課
長
通
知
）
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
を
通
じ
て
、
医
療
機
関
等
に
対
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
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Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
等
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
申
請
に
必
要
と
な
る
医
師
の
診
断
書
及
び
意
見
書
の

記
入
例
に
つ
い
て
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
後
症
状
に

係
る
身
体
障
害
認
定
の
診
断
書
・
意
見
書
例
等
の
周
知
に
つ
い
て
（
依
頼
）
（
そ
の
三
）
」
（
令
和
七
年
六
月
十
六
日
付
け

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
事
務
連
絡
）
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
を
通
じ
て
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
第
十
五
条
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
医
師
に
対
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
よ
う
な
「
実
態
」
は
具
体
的
に
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
専
門
医
」
に
お
い
て
障
害
認
定

に
係
る
適
切
な
診
断
書
等
の
作
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
二
の
前
段
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
な
周
知
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
よ
う
な
「
事
例
」
は
具
体
的
に
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
お
尋
ね
に
関
し
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
決
定
を
受
け
る
場
合
の
対
象
者
は
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
、
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「
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
（
中
略
）
並
び
に
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の

特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
主
務
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
十
八
歳

以
上
で
あ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
は
、
同
条
に
お
い

て
、
「
都
道
府
県
知
事
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
も
の
を
い
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
項
に
基
づ
く

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
第
一
条
に

基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
殊
の
疾
病
」
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九

十
二
号
）
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
等
は
「
特
殊
の
疾
病
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ

Ｓ
等
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
手
帳
の
有
無
を
問
わ
ず
、
心
身
の
障
害
や
難
病
等
に
よ
り
一
定
の
制
限
が
あ
る

者
」
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
「
対
象
と
さ
れ
て
い
る
」
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
の
前
段
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
日

常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
永
続
す
る
障
害
を
有
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
障
害

認
定
の
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 



 

５ 

 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
関
し
て
は
、
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
等
に
関
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定

を
受
け
る
場
合
の
対
象
者
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
規
定
す
る
「
障
害
者
」
で
あ
っ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
当
該
者

に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
「
介
護
給
付
費
等
の
支
給
決
定
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
三

日
付
け
障
発
第
〇
三
二
三
〇
〇
二
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
通
知
）
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
に
対

し
、
「
介
護
を
行
う
者
（
障
害
児
に
あ
っ
て
は
保
護
者
）
の
有
無
、
年
齢
、
心
身
の
状
況
及
び
就
労
状
況
等
を
勘
案
し
て
、

介
護
給
付
費
等
の
支
給
を
決
定
す
る
。
（
中
略
）
介
護
を
行
う
者
が
い
る
場
合
に
居
宅
介
護
等
の
介
護
給
付
費
の
支
給
を
行

わ
な
い
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
介
護
給
付
費
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
を
行
う
者
の
状
況
に
配
慮
し
た
上
で
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
」
と
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
が
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
に
開
催
し

た
令
和
七
年
度
障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議
に
お
い
て
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
要

否
決
定
は
、
・
・
・
障
害
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
意
向
の
具
体
的
内
容
等
の
事
項
を
勘

案
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
」
お
り
、
「
こ
れ
ら
の
勘
案
事
項
の
う
ち
介
護
を
行
う
者
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
介
護
を
行
う

者
の
有
無
、
年
齢
、
心
身
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
支
給
決
定
す
る
こ
と
」
及
び
「
同
居
家
族
等
の
有
無
の
み
を
判
断
基
準
と
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し
て
、
一
律
に
介
護
給
付
費
の
支
給
の
可
否
を
機
械
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
同
居
家
族
等
の
心
身
の
状
況
や
就
労
状

況
等
を
含
め
、
介
護
を
行
う
者
の
状
況
に
配
慮
し
た
上
で
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
」
旨
を
周
知
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
必
要
な
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


